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移動体向けディジタル放

送システムのイメージ

移動体に適した放送システ

ムの利用により,移動中でも

クリアな受信が実現できる｡

放送のディジタル化が推進され,衛星や地上波を利用したディジタル放送が実現しようとしている｡これまでは,家庭を中

心にしたサービスであった放送が,今後は自動車を中心とした移動体も対象としたシームレスなサービスとして展開していく

ことが期待されている｡

放送は,多数のエンドユーザーに一度に情報を配信できるメディアである｡移動体でもクリアな受信が可能なディジタル放

送の実現により､快適なドライブを楽しむことができるようになる｡

日立製作所は,長だ円軌道衛星を利用したディジタル放送システム,地上ディジタル放送システム,およびそれらの放送を

受信する端末の開発に取り組んでいる｡

はじめに

従来の放送では,ラジオに代表されるAM･FM放送

と,アナログ地L波によるテレビ放送が広く家庭に普及

している｡このうちラジオは,ほとんどの自動車で利ノーJ

されている｡日動卓でのテレビ利用も,近年のカーナビ

ゲーションの普及によって急増している｡これらの放送

は,本来は家庭での受信を基本としている〔)移動しなが

らの受信では,走行時の倒辺環境の変化によって受信状

態が変化することから,常にクリアなl叫像,音声を受信

することはほとんど不吋能である｡

移動体向けディジタル放送として期待されているの

が,｢衛星ディジタル音声放送+と｢地上ディジタル放送+

である｡これらの放送メディアを利用することにより,

家庭での受信はもとより,移動しながらの映像や音声,

データのクリアな受信が吋能になる｡

ここでは,ディジタル放送への口〕‡製作所の取組みに

ついて述べる｡

長だ円軌道衛星システム

2.1 システムの概要

口､土製作所では,｢衛星ディジタル音声放送+を含む衛

星利用ディジタル放送･通信システムとして,長だ円軌

道衛生を利用するシステムの開発に取り組んでいる｡

艮だ円軌道衛星システムでの,衛星の軌道配置例の模

式t窒Iを図1にホす｡このシステムは,地球をだ円焦点と

し,･三つの花びら状のだlIJ軌道面それぞれに 一つずつ衛

星を配置し,これらおのおのを8時間ごとに切換道川す
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図1長だ円軌道衛星システムの軌道配置例

長だ円軌道衛星システムは,三つのそれぞれ異なる軌道面に一

機ずつ衛星を配置し,地球の自転に同期させて運用するものである｡

常に日本の天丁引こ位置する1機(上図の実線軌道部)から電波を発

信することにより,直接的な放送･通信サービスが可能となる｡

ることにより,わが凹の全土で高仰角の放送･通信サー

ビスの提供を実現するものである｡

さらに,このシステムで利用する衛星は,東南アジア

やオーストラリアなどの上空も飛翔するので,これら海

外諸国でも同様の高仰角の特徴を持つ衛星インフラスト

ラクチャーとして,共同利用ができるという可能性も持

っている｡

2.2 システムの今寺徴

この衛星システムの特徴は以卜のとおりである(図2参

照)｡

(1)衛星からの直接′受信が可能なことから,ビルや山岳

などによる竜波の遮へいの影響が少なく,静止衛星の場

合と比べて地上巾継装置の設置が原川として不要とな

l),都巾部はもとより,l_11閑地域などへ全国均一サービ

スが実現できるし)

(2)衛星への厄接送イ言が叶能なため,双方向通イ言ネット

ワークの構成が容易である｡

(3)電波伝搬が単純なため,多重反射波が少なく,

-ジングが軽減できる｡

(4)卜空方向にアンテナのビームを絞ることができ,

フェ

ア

ンテナの高ゲイン化,′ト型化がl那tる｡

(5)これら良好な電波伝搬特牲により,高効率変調方式の

導入が可能となり,衛星岨線での伝送効宰向上が剛1る｡)

このように,この衛星システムは,これまでの静止衛

星や地卜無線では得られない優れた特徴を持っているた

め,ITS(IntelligentTransportSystems)分野での利川
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図2 衛星システムの仕組みと特徴

長だ円軌道衛星では衛星が天頂付近に位置し,ビル陰や山岳な

どの遮へいによる影響が少ないため,直接受信が容易になる｡

をほじめ,危機管理あるいは安全監視を含む緊急時の通

イ言での利用などが有効であると考える｡

地上ディジタル放送

3.1概要と特徴

地上波放送のディジタル化については,平成11年に,郵

政省の竜気通信技術審議会から｢地上デジタルテレビジョ

ン方式の技術的条件+いと｢地上デジタル音声放送方式の技

術的条件+2ノの答申が出され,わが国の方式が決定した｡

地___Lディジタルテレビ放送iの特徴は以下のとおりである｡

(1)岳精細度テレビ放送1チャネル,または多チャネル放

送が可能(図3参照)

(2)アナログ方式と比べてゴーストの影響を受けにくく,

移動体受信でも画質の劣化が少ない｡

(3)他のディジタル放送メディアとの整合性を持ち,マ

ルチメディア放送にも対応が可能

地_1エディジグル音声放送の特徴は以下のとおりである｡

(1)CD(Compact Disc)並みの高音質なステレオ音声放

送に加えて,データや静止画なども掟供できる多彩な放

送が可能

(2)アナログ方式と比べてノイズの影響を受けにくく,

移動体でも安定受信が可能

(3)他のディジタル放送メディアとの共通件を確保

上記のように,両方式とも移動受信でも従来のアナロ

グ放送と比べて受信品質の改善が岡られている｡さらに,

データ放送の活用によF),ITS利用としての可`能惟がある｡
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図3 地上ディジタルテレビ放送の番組構成

地上ディジタルテレビ放送では,現行のアナログテレビ放送

の帯域幅(6MHz)内で,多チャネル放送(標準テレビ放送品質で3

チャネル程度),または高精細度テレビ放送1チャネルの放送が

可能になる｡

3.2 移動体受信

H立製作所は,平成10年度に通信･放送機構が全凶10

地区に整備した｢地上デジタル放送研究開発用共同利川

設備1-+のうち,東北地区と束海地区の全体施設,および

福岡地区と沖縄地区のデータ放送系設備を納人した｡

現在,各地区の共同利用施設では,放送事業者や機器

メーカーなどがそれぞれの施設を利川したディジタル放

送の実験を行っている()日立製作所は,このうち東北地

区で,株式会社本田技術研究所と共川で自動車走行中で

のアプリケーションを中心に実験を行い(図4参月弔),良

好な結果を得ている｡
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図4 移動体の受信実験の状況

自動車内に地上テレビ放送受信機(中央) 評価装置,カーナビ

ゲーション端末(右上)などを搭載し,走行中の受信状況などに関

する実験を行っている｡

車載受信端末システム

4.1ディジタル放送利用車上サービス

ディジタル放送では,従来のMPEG2(Moving Picture

Expert Group2)をベースとする映像放送のほかに,音

声を中心としたデータ放送が可能である｡例えば,現在,

長だlリ軌道衛星を利用するシステムでは,音声符引こ

MPEG2Audio〔AAC(AdvancedAudioCoding)〕を採用

し,多チャネルのCD並みの高品質ステレオ音声放送サ

ービスを主として,文字や画像などを組み合わせた多彩

なマルチメディア放送を推進している｡また,圧縮率の

高いMPEG4準動画にも利用が可能である｡

長だ円軌道衛星システムや地上ディジタル放送では,

移動体に対しても放送することが可能となり,新しい中

上サービスを実現することができる｡例えば,音楽,映

像,ニュース配信,交通情報･地l河西己信などの情報配信

や,ショッピング･レストラン･チケット販売などのモ

バイルコマースなどが考えられる｡

4.2 受信端末アーキテクチャ

日立製作所は,上記の車上サービスを実現するために,

次世代車載プラットフォーム小CIS(Carlnformati()11

System)''を基に受信端末を試作している5■｡この受信端

末では,世界標準の情報記述言語であるⅩML(Exten-

sible Markup Language)で記述した交通情報やレスト

オープンOS 吉信頼リアルタイムOS

ディジタル放送

位劃青報サービス
..二ゝ

l
位置情報サービス対応

アプリケーション 七

{ヽ

ト
ヽ-

ト

｢ヽ

l

ナビゲーションアプリケーション

アプリケーション
1

共有オブジェクト

(ナビゲーションアブ

リケーション連携)

共有オブジ工ク=
(WjndowsCEアプリケーション連携)

WindowsCE* p01 〃1TRON

DARMA

×1ボード(SH-4マイコン)

注:略語説明ほか

OS(OperatingSystem),PO=Pointoflnterest)

〟lTRON(〃lndustrialTheReal一丁imeOperatingSystemNucleus)
DARMA(DependableAutonomousHardRealtimeManagement)

*Windowsは,米国およぴその他の国における米国Microsoft,Corp,の

登録商標である｡

図5 受信機のソフトウエア構成

DARMA技術により,オープンOS上に車上向け情朝サービスア

プリケーションを自由に構築でき,ナビゲーションとの連携を実

現できる｡
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ランなどの地点情報を処理する地点情報配信アプリケー

ション,また,音声や映像を伸張するマルチメディアア

プリケーションをオープンOS上に実装し,共有オブジェ

クトを介してナビゲーション機能と連携させている(図5

参照)｡さらに,この受信端末では,放送信号に依存す

るRF(Radio Frequency)モジュールを変更するだけで,

長だIl‾描L道衛星と地上ディジタル放送に対応させること

ができる｡

4.3 地点情報表示

この受信端末では,ディジタル放送で配信されるリア

ルタイムな地点情報をカーナビゲーション上に表示でき

る｡例えば,ガソリンスタンドの開店や閉店,パーキン

グの満車状況といったリアルタイムな情報をナビゲー

ション画面上にリンクさせてユーザーに提供できる｡さ

らに,地図上で地点情報を選択すると,電話番号などの

詳細情報も参月試できる｡また,データ放送では,大量に

配信される情報の中から,必要なものだけを位置に応じ

てフィルタリングする機能も兼ね備えている｡

4.4 MPEGソフトウェアデコーダ

この受信端末では,リアルタイムに放送されるディジ

タル音声データと,準動画を再牛するMPEGデコーダを

実装している｡このため,MPEG再牛とリアルタイムOS

上のナビゲーション処理が並行して動作するとともに,

l叫じ画面Lにこれらを重眉:表示することができる(図6参

照)｡さらに,これらのマルチメディア機能はソフトウェ

アで実装されており,移植性の高いシステムとしている｡

さ
i▲甥■■沓脅朝一○争

図6 動画表示中の試作受信端末の外観

地点情朝表示やMPEGソフトウエアデコーダを実装し,ナビゲ

ーションとの連携を実現している｡
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おわりに

ここでは,ディジタル放送に関するH立製作所の取組

みについて述べた｡

今後は,放送と通信の融合により,今までになかった

新しいサービスの展開が期待される｡地トディジタル放

送や受信端末の開発成果を,長だ円軌道衛星を利用した

システムに適用することにより,時間や場所の制限を受

けることのないシームレスなサービスの提供を口指して

いく考である｡
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